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Press-release/E-flashから
『ITUジャーナル』編集部

① 4月24日

ITU世界電気通信ポリシーフォーラムの成果、リスボン合意

（出典：www.itu.int/newsroom/press_releases/2009/11.html）

ICT分野における技術革新や融合などの急激な環境変化に

対して、政策や規制面はどうあるべきかを話し合うため、リ

スボンで開催されていたITUの第4回世界電気通信ポリシーフ

ォーラム（WTPF-09）が、本日、リスボン合意を採択して閉

幕した。情報社会の恩恵を受けるためにはICTが重要である

との認識の下、インターネットにかかわる公共政策、ユビキ

タスサービスにアクセスするための次世代通信網（NGN）や

広帯域アクセス網、ICTと環境問題、IPv6やパケット交換網

の導入に必要な人材育成、電気通信規則（ITRs）などに対

する様々な意見が出された。ITUに対しては、引き続きイン

ターネット関連の公共政策やインターネット資源の管理に関

する研究、多言語によるインターネット利用、インターネッ

トへのアクセスと料金課題などについて主導的役割を果たす

よう要請があった。各国政府に対しては、NGNや広帯域ア

クセス網実現に向けた適切な導入政策の検討を、セクターメ

ンバーに対しては、導入に向けた積極的な取組が求められた。

また、トゥーレ ITU事務総局長は、ポルトガル政府と協

力して次の二つの取組を始めると発表した。1）モバイル情

報社会の発展を支援するため、m-learning、m-govern-

ment、m-development分野を対象とした年間表彰。2）ITU

の「コネクトザワールド」の取組の一環として、発展途上国

の子供たちにラップトップコンピュータを普及させることを

目的とした「国際e-schoolプロジェクト」の実施。詳細は、

www.itu.int/osg/csd/wtpf/wtpf2009/を参照されたい。

② 5月7日

アジア太平洋地域会合でICTの開発戦略に合意

（出典：http://www.itu.int/newsroom/press_releases/2009/12.html）

2010年の世界電気通信開発会議（WTDC2010）に向け

てクアラルンプールで開催中のITUアジア太平洋地域準備会

合が本日閉会した。これには25か国と23機関から74名が参

加した。

本会合で、WTDC2010にインプットするICT開発促進の

地域戦略が討議され、今後4年間で具体的に検討されるICT

インフラ等の地域プログラム4件と低開発国の特別なニーズ

Press‐release
等の地域計画5件が優先順位付けをされた。

③ 5月7日

ITU無線通信局、国際的な衛星規制の枠組み改善に注力

（出典：www.itu.int/newsroom/press_releases/2009/NP01.html）

5月7日、ジュネーブで、衛星周波数と衛星軌道の有効利

用に関するワークショップが開催された。宇宙空間を利用す

る無線通信サービスは、年々利用が増え続けており、使いた

い静止軌道位置や周波数を確保することが難しくなってきて

おり、最新技術の導入による軌道位置や周波数の割当てを

見直す機運が高まってきている。ITUの無線通信部門では、

次の世界無線通信会議（WRC）に向けて、国際間の衛星規

則の枠組みについての検討を促進するために、本ワークショ

ップを開催した。

④ 5月18日

ITU世界情報社会・電気通信賞受賞者はルラ・ブラジル大

統領、ロブ・コンウェー氏とデボラ・テイト女史

（出典：http://www.itu.int/newsroom/press_releases/2009/13.html）

ルイーズ・イナシオ・ルラ・ダ・シルバ・ブラジル大統領、

ロブ・コンウェー氏（GSMA CEO）、デボラ・テイラー・テ

イト女史（US FCC 前委員長）が本日ジュネーブで行われた

記念日の式典でITU世界情報社会・電気通信賞を受賞した。

シルビア・スウェーデン女王陛下が本年の式典を後援された。

⑤ 5月20日

チャイルドオンラインプロテクション（COP）の活動指針案

（出典：www.itu.int/newsroom/press_releases/2009/14.html）

5月18日、2009年の「世界情報社会・電気通信日」のテ

ーマ‘Protecting Children in Cyberspace’に関連して、サ

イバースペースで子供たちを守るための方策検討のたたき台

として、チャイルドオンラインプロテクション（COP）にお

ける活動指針案が作成された。この活動指針案は、6月の2

～3日に東京で開かれる「安心・安全なインターネット環境

整備に関する戦略対話」で更に検討を加えた上で、2009年

10月5～9日にジュネーブで開かれるITUワールドテレコムで

公表される予定である。また、本指針案に対するコメントは

2009年6月30日まで受け付けている。

本指針は、将来に向けて、安心・安全なサイバー社会を

作るためのもので、1）Empowering children、2）Guidelines

for parents and educators、3）Guidelines for Policy-Makers、

4）Guidelines for industryの四つの視点から成っている。


